
令和５年度 災害医療に関する情報伝達訓練 実施要領（薬剤師会概略版） 

１ 内容及び目的 

災害医療情報の収集、伝達等に関するシステムに基づき、情報伝達訓練を実施することにより、大規模

災害等非常時における迅速的確な情報伝達体制の確認・検証を行う。特に、情報伝達のためのフォーマッ

ト及び情報伝達ルートの確認を行うことを目的とする。 

 

２ 訓練実施日時 

令和５年１１月１４日（火）１３時～１７時 
（１５日は保健所からの情報フィードバックのみ） 

 

３ 訓練想定 

令和５年１１月１４日(火)９時、熊野灘沖震源Ｍ８．６の南海トラフ地震が発生。 

東紀州、伊勢志摩震度７、四日市地域震度６強、桑員地域では震度６弱を観測。 

※発災時刻９時～訓練開始１３時の間については、シナリオ上の設定であることを申し添える。 

 

４ 情報伝達訓練 実施マニュアル 

（１）訓練当日、１３時をもって訓練開始とする。 

訓練参加者は、各機関・所属組織の伝達ルートにより「災害時状況連絡票」を使用し、被災状況等を報

告する。 

※

（２）報告を受けた機関は、情報の取りまとめを行い、桑名保健所へ報告する。 

（３）桑名保健所は、当日１６時までに報告を受けた被災状況等を取りまとめ、関係機関にフィードバ

ックを行い、翌日１０時までに報告を受けた情報についても、再度フィードバックを行う。 

※

（４）訓練後、「訓練実施結果報告書」を所属機関へ提出する。 

 

 

 

《連絡先》 

桑名地区薬剤師会事務局      

                  

 

 桑員地域災害医療対策部会事務局   

（桑名保健所 総務企画課 担当：鈴木）   



調査報告様式２・３

送信先　：　桑名地区薬剤師会　FAX　０５９４－２５－３１０３

薬局（災害拠点薬局）被害等調査・報告書　（第
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＊１１月１７日（金）までに事務局へ提出（Fax/E-mail）をお願いします。 

 

訓練実施結果報告書 

施設名                  

○訓練に参加しての意見、感想等【自由記述】 

 

～アンケートにご協力ください～      該当する項目に○をつけてください。 

 

１ 気になる（身近に起こり得ると考える）『災害』はなにですか？ （※複数回答可） 

地震(揺れ) ・ 津波 ・ 水害（大雨・河川氾濫）・ 台風 ・ テロ・その他（          ） 

 

※地震には大きく分けて二つのタイプ（海溝型、活断層型）があり、発生する被害等に違いがあり得ます。 

   

２ 災害（地震・風水害）への取り組みについて 

①勤務先で、非常持ち出し袋の準備、食料品・飲料水の備蓄、家具等の転倒防止など日ごろから対策をし  

ていますか？ 

  している ・ 一部している ・ ほとんどしていない 

  

②勤務先で、災害時（地震・風水害）の行動・対応などについて職員間で話し合う機会はありますか？ 

 よく話し合っている ・ 年に１回以上はある ・ あまりしてない ・ ほとんどしていない 

 その他（                                     ） 

 

③実際に過去最大クラスの南海トラフ地震が発災した場合、勤務先で、不安に感じることはどのようなこ    

とですか？ 

 

 

          

 

 

ご協力ありがとうございました。 


